
スポーツについての意識に関する研究

一アマチiアリズムについて一

永井康宏。小玉耕平

　研究の目的

　スポーツにおけるアマヂュアリズムは，スポ

ーツの原初的性格の維持と，競技における平等

な条件の保障を目的として発生したスポーツの

根本原則を主張する思想である。しかし，それ

を成文化したアマチュア規定の階級性，閉鎖性

のために，アマチュア規定制定以来，幾多の紛

争を重ねて今日に至っている。そして最近で

は，体制を異にする国家間の成績競争からまた

新な事態に直面し，アマチュア規定の改定論，

はてはアマチュアリズム無用論までがとび出し

ている状況である。

　このような段階で東京オリンピックに直面し

たわが国では，誰しもこの問題に無関心ではお

れない筈であるが，特に東京才リンピック大会

を目前に控えた時点では，スポーツ界の状況に

合わせて，何等かの意識がもたれているに違い

ないと思れわた。そこで，直接オリンピックに

関係していない人たちは，この問題や，現在の

スポーツ界の状況について，どのように感じ。

どのような意識をもって受けとめているのか，

特にアマチュアについてどのように考えている

のかを知りたいと思った。そして現在，アマヂ

ュアリズムが，どのように各階層の人々に受け

とられているのかを明らかにし，今後の指導の

参考にしたいと思った。これが本研究の目的で

ある。

　研究の方法と調査の対象

　質問紙去により各階層からの回答を得タそれ

を集計整埋して，東京オリンピックやアマヂュ

アについての考え方の動向を把握し，それに基

づいてスポーツやアマチュアリズムに対する意

識の程虜を推論するという方法をとった。

　調査は，主として，松江市内の申学，高校，

大学，　般の各階層から無作為に選んた若干名

を対象として行い，信頼性の疑わしい回答は除

外した。調査対象は次のようである。

○申学校生徒

　松江一申，松江二申，松江三申，松江四申，

　島大附属申

○高等学校生徒

　松江北高，松江南局，松江工局，松江商局，

　農大附属高

○大学生

　島根大学教育学部，同文理学部

○　般杜会人

　佐藤造機株式会杜従業員，山陰合同銀行員，

　一畑百貨店従業員，島根県庁職員，松江市役

　所職員，松江市青年団員

○階層別調査人員内訳

申　学

49

女

50

99

高　校

男1女
．・・1・・

88

大　学

82

女

100

182

一　般

男

90

女

72

162

合　計

274

女

257

531

調査の時期

昭和39年7月10日より9月10日までの2ヵ月間

調査結果

各項目についての回答を階層別，性別，経験別

に集計した結果は表1より表6までのようである

〔注〕　運動経験については，遇去（在学申）

　あるいは現在において運動クラブに所属し，

対外試合を経験した者あるいはしつつある者

　を経験者とし，それ以外の運動経験の比較的

浅い者は一括して非経験者として取扱つた。

　また，経験について無記入者も非経験者に含

　ませた。

1



~ '~~'-') SCO~~ C~C~~:~~,C~~:~i~~7~~5F~ 

** 

b ~> ~ f~ ~~ 

~~ "~~ ~{~:~~ 

A ~) ~~ ~~ C= J~ ~~ 

~: ~~ ~{~~~i~ 
~~-"~'--'-1 -

al 

~
 

I
 

-*-''-*'~.i* 

r
l
 

2 8 10 11 15 26 7 3 10

申
男

9．1 29．6 20．4 50．O 55．6 53．1 20．4

8 4 12 7 13 20 5 7 12
女

36．4 14．3 24．0 31．8 46．4 40．O 24．0

学 10 12 22 18 28 46 12 10 22
計

22．7 21．8 22．2 40．9 50．9 46．5 22．2

1 5 6 15 9 24 16 4 20

高
男

2．9 27．8 11．3 42．9 50．O 45．3 37．7

3 3 6 10 12 22 5 1 6
女

15．8 18．8 17．1 52．6 75．O 62．9 17．1

校 4 8 12 25 21 46 21 5 26
計

7．4 23．5 13．6 46．3 61．8 52．3 29．5

4 6 10 29 11 40 24 5 29

大
男

6．8 26．1 12．2 49．2 47．8 48．8 35．4

11 17 28 18 20 38 21 12 33
女

22．0 34．0 28．0 36．O 40．O 38．0 33．0

学 15 23 38 47 31 78 45 17 62
計

13．8 31．5 20．9 43．1 42．5 42．9 34．1

5 1 6 42 6 48 29 3 32
男

一 6．3 9．1 6．7 53．2 54．5 53．3 35．6

3 11 14 26 19 45 6 3 9
女

7．9 32．4 19．4 68．4 55．9 62．5 12，5

般 8 12 20 68 25 93 35 6 41
計

6．8 26．7 12．3 58．1 55．6 57．4 25．3

12 20 32 97 41 138 76 15 91

合
男

6．1 25．3 11．7 49．7 51．9 50．4 33．2

25 35 60 61 64 125 37 23 60
女

19．4 27．3 23．3 47．3 50．0 48．6 23．3

計 37 55 92 158 105 263 113 38 151
計

11．5 26．6 17．3 48．8 50．7 49．5 28．4
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永井康1宏・小玉耕平

（単位人・％）

の 他

別の形のものを考える

経験1非経験1計

廃止した方がよ㌧ぺ．．

経験1非経験 計

合　　　．計j

経．験
1非経験

計

合　　　　計

経験1非経験 計

2 1 3 σ 0 0 9 4 13 22 27 49

6．1 40．9 14．8 26．5

2 3 5 O 1 1 7 11 18 22 28 50

10．0 2．O 31．8 39．3 36．O

4 4 8 O 1
．1

16 15 31 44 55 99

8．1 1．0 36．4 27．3 31．3

3 O 3
O
．

O． 0 19 4 23 35 18 53

5．7 54．3 22．2 43．4

1 O 1 O 0 O 6 1 7 19 16 35

2．9 31．6 6．3 20．O

4 O 4 O 0 O 25 5 30 54 34 88

4．5 46．3 14．7 34．1

2 1 3 0 0 0 26 6 32 59 23 82

3．7 44．1 26，ユ 39．O

0 1 1 0 0 0 21 13 34 50 50 ユOO

ユ．0 42．0 26．0 34．O

2 2 4 0 0 0 47 ユ9 66 109 73 ユ82

2．2 43．1 26．0 36．3

1 1 2 2 O 2 32 4 36 79 11 90

2，2 2．2 40．5 36．4 40．0

3 1 4 O O O 9 4 13 38 34 72

5．6 23．7 11．8 18．1
山凹　一

4 2 6 2 0 2 41 8 49 117 45 162

3．7 1．2 35．0 17．8 30．2

8 3 11 2 O 2 86 18 104 195 79 274

4．0 0．7 44．1 22．8 38．O

6 5 11 0 1 1 43 29 72 129 128 257

4．3 O．4 33．4 22．7 28．O

14 8 22 2 1 3 129 47 176 324 207 531

4．1 O．6 39．8 22．7 33．1
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単位人・％）オリンピックヘの参加資格についての回答3表
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口
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11．1

3

76

15

ユ2．8

831
85．2

14
91．ユ

79
82．9

6

83

1
2．2

5

3■4

男
　
　
女
　
　
計

般

1
7 6 13 163 66 229

男
25 7 32 195 79 274

合 3．6 7．6 4．8 83．6 83．5 83．6 12．8 8．9 11．7 71．2 28．8

一12 11 23 94 97
女

191 23 20 43 129 128 257

9．3 8．6 8．9 72．9 75．8 74．3 17．8 15．6 16．7 50．2 49．8
一

計 19 17 36 257
計

163 420 48 27 75 324 207 531

5．8 8．2 6．8 79．3 78．7 79．1 14．8 13．0 14．1 61．O 39．O

－6・



　　　　　　　　　　　　　　永井康宏・小玉耕平二

表4　アマチュアの考え方についての回答 （単位人・％）

申

学

高

校

大

学

般

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

わからない

経験

7
31．8

13

59．1

20

45．5

7
20．O

4
21．1

11

20．4

8
13．6

8
16．0

16

14．7

6
7．6

6
15．8

12

10．3

I非経験

ユ2

444

9
32．1

21

38．2

5
27．8

6
37．3

11

32．4

9
39．1

18

36．O

27

37．0

2
18．2

11

32．4

13

28．9

計

19

387

22

44．O

41

41．5

12

226

10

28．6

22

25．O

17

20．7

26

26．O

43

23．6

8
8．9

17

23．6

25

15．5

いまのままでよい

経験

9
409

6
27．3

ユ5

34．1

19

54．3

12

63．2

31

57．4

26

44．1

25

50．0

51

46．8

52

65．8

24

63．2

76

65．O

1非経験

12

444

13

464

25

45．5

10

55．6

5
31．3

15

44．1

8
34．8

24

48．O

32

43．8

9
81．8

22

64．7

31

68．9

計

21

42．9

19

38．O

40

40．4

29

54．7

17

48．6

46

52．3

34

41．5

49

49．0

83

45．6

61

67．8

46

63．8

107

66．0

改めるべきだ
’経験1非経験1 計

6
273

3
136

9
20．5

9
25．7

3
15．8

12

22．2

25

42．4

17

34．O

42

38．5

21

26．6

8
21．1

29

24．8

3
11．1

6
21．4

9
16．4

3
16．7

5
31．3

8
23．5

6
26．1

8
16．0

14

19．2

0

1
2．9

1
2．2

9
18．4

9
18．O

18

18．2

12

22．6

8
22．9

20

22．7

31

37．8

25

25．O

56

30．8

21

23．3

9
12．5

30

10．5

合　　　計

経験

22

449

22

44．O

44

44．4

35

66．O

19

54．3

54

61．4

59

72．O

50

50．O

109

59．9

79

87．8

38

52．8

117

72．2

1非経験

27

55．1

28

56．O

55

55．6

18

34．0

16

45．7

34

38．6

23

28，O

50

50．O

73

40．1

ユ1

12．2

34

47．2

45

27．8

1計

49

50

99

53

35

88

82

100

182

90

72

162

28 28 56 106 39 145 61 12 73 195 79 274

合
男

14．3 35．4 20．4 54．4 49．4 52．9 31．3 15．2 26．6 71．2 28．8

31 44 75 67 64 131 31 20 51 129 128 257
女

24．1 34．4 29．2 51．9 50．0 51．O 24．O 15．6 19．8 50．2 49．8

計
59 72 131 173 103 276 92 32 124 324 207 531

計
18．2 34．8 24．7 53．4 49．8 52．0 28．4 15．5 23．4 61．O 39．0

（注）表5は文末に掲載する
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永井康宏。小玉耕平

表7　オリンピックや国際競技の現状について （単位人。％）

わからない

今のま㌧でよい

批　判　的

　　改革内

　　形式
訳

　　廃止

b／a

わからない

今のま㌧でよい

批　判　的

　　改革内

　　形式
訳

　　廃止

　b／a

申　　　　学

経験

2
9．1

11
50．0

9
40．9

7
31，8

2
9．1

0
22

81．8

非経験

8
29．6

15
55．6

4
14．8

3
11，1

1
3．7

0
27

26．7

女

経験1非経験

8
36．4

7
31．8

7
31．8

5
22，7

2
9，1

0
22

100．0

41
14．3

131
46．4
111
39．3
，1

25．OI

3
10，7

1
3．6

28

84・6．

一　　　　般

経験

5
6．3

42
53．2

32
40．5

29
36，7

1
1，3

2
2．5

79

76．2

非経験

1
9．1

6
54．5

4
36．4

3
27，3

1
9．1

0
11

66．7

女‘

経験1非経験

3
7．9

26
68．4

9
23．7

6
15，8

3
7．9

0
38

34．6

11
32．4

19
55．9

4
11，8

3
8，8

1
2．9

0
34

21．1

高　　　　校

男

経験

1
2．9

15
42．9

19
54．3

16
45，7

3
8．6

非経験

5
27．8

9
50．0

4
22．2

女

0
35

126．7

経験1

3
15．8

10
52，6

6
3ユ．6

・1・
22，2　　26．3

　　10　　5．3

0
18

44．4

0
19

60．0

非経験

3
18．8

12
75，0

1
6，3

1
6．3

0

0
16

8．3

大　　　　　学

経験

4
6．8

29
49．2

26
44．1

24
40，7

2
3．4

0
59

90．O

非経験

6
26．1

11
47．8

6
26．1

5
21，7

1
4．3

0
23

54．5

女

経験
11
22，0

18
ミ6・0

21
42．0

21
42．O

O

0
50

116．7

計

男

経験

12
6．1

97
49．7

86
44．1

76
39，0

8
4，1

2
1．O

195

88．7

非経験

20
25．3

41
51．9

18
22．8

15
19，0

3
3．8

0
79

43．9

女

経験

25
19．4

61
47．3

43
33．4

37
28，7

6
4．7

0
129

70．5

非経験

35
27．3

64
50．0

29
22．7

23
18，0

5
3，9

1
0．8

128

45．3

経

験

37
11．5

158
48．8

129
39．8

113
34．9

14
4，3

2
0．6

324

81．6

非
経
験

55
26．6

105
50．7

47
22．7

38
18，4

8
3，9

1
0．5

207

44．8

32
11．7

138
50．4

104
38．0

91
33．2

11
4，0

2
0．7

274

75．3

女

60
23．3

125
48．6

72
28．0

60
23．3

11
4，3

1
0．4

257

57．6

非経験

17
34．0

20
40．0

13
26．0

12
24，0

1
2．0

0
50

65．O

合

計

92
17．4

263
49．5

ユ76

33．1

ユ51

28．4

22
4，1

3
0．6

531

66．9

調査緒果についての考察

考察は，先つ，オリンピックや国際競技の現

状がどのように受けとめられているかについ

て，次に，今次東京オリンピックがどのような

意味で受けとめられているかにづいて，さら

に，オリンピックに対する選手強化の現状（ス

テートアマヂュアの養成）やアマチュア概念が

どのように受けとめられているか，また，アマ

チュア概念の具体的な内容がどのように把握さ

れつつあるかについて進め，最後に，現代にお

けるプロスボーツの存在がどのようにとら’れて

いるか，そして全体としてアマチュアリズムが

どの程度に定着しているかの順序で進めること

にした。

　また，考察は，調査人員が階層によつても性

別，経験別にも差があるのですべて百分比によ

って行うことにした。

1　オリンピックや国際競技の現状について

　オリンピックや国際競技の現状については，

「今のままでよい」と回答したものが全体の

49．5％，「改革を必要とする」が28．4％，「別

形式のものを考えるべきだとする者が4．1％，

一9一



スポーツについての意識に関する研究

　「廃止」を主張するものがO．6％で，「わから

ない」と答えたものが17．4％（無記入2．1％を’

含む）であった。

　したがって，回答者の殆ど半数が現状を肯定

し，約3割が現状批判的（改革，別形式，廃

止）であり，約2割が不明ということになる。

　しかしながら，これらの回答を階層別，性

別，経験別に分類し検討してみると次のようで

ある。

　　「わからない」とするものは，各階層とも女

子が男子よりも高率であり，申学女子を除く各

階層男女とも非経験者の方が経験者よりも高率

である。また，概ね低年令層が局年令層よりも

高率である傾向が認められる。申学女子経験者

は経験，非経験の全グループを通じ最も高率で

36．4％を示している。これらはオリンピックや

国際競技についての関心や認識の程度からくる

結果であると考えられる。　般にオリンピヅク

や国際競技には女性よりも男性の方が，非経験

者よりも経験者の方がより深い関心と明確な見

解を抱いていると推察される。

　現状目定の比率は，全体としては僅に男性の

方が高いが，高校，　般では女性の方が高く，

経験別では大学男子，　般女子を除くあらゆる

階層男女において非経験者の方が経験者よりも

高い。階層別には　般が574％で最も高く，つ

いで高校52．3％，申学46．5％，大学42．9％の順

となっている。

　一方，現状を批判，否定する率は，申学を除

く各階層とも男性の方が高く，経験別には中学

女子を除く各階層男女とも経験者の方が非経験

者よりも高い。階層別には大学36．3％，高校34．1

％，申学313％，　般302％の煩になっている

が，高校男子経験者は54．3％で，全グノトプを

通じ最高率を示している。

　以上のように，隼令階層，性別，経験の程度

によって回答にかなりの差があるが，全般的な

傾向として次の諸点が認められる。

①　男子（不明117％，現状肯定504％，現状

　批判的36．0％）は，女子（不明23．3％，現状

　胃定486％，現状批判的280％）に比ベオリ

　ンピックや国際競技について，より深い関心

　と認識をもっている。

②男女とも経験者の方が非経験者よりも関心

　と認識の程度が深い。

③　殆どすべてのグループにおいて現状肯定的

　意見が現状批判的意見よりも多い。しかし，

　経験者グループでは，申学女子を除くどの階

　層男女においても，非経験者グループに比

　べ，現状否定の率が著しく高い。経験者だけ

　について目定と否定との比率を比較してみる

　と，表8のように，高校男子や大学女子では，

　むしろ，批判的意見の方が高くなっている。

表8　経験者の肯定と批判的意見との比率（単位％）

男　　　子 女　　　子
aを100と aを100と

肯定a
批判的 した場合

肯定a
批判的 した場合

b のbの比 b のbの比
率 率

申学 50．O 40．9 81．8 31．8 31．8 100．0

高校 42．9 54．3 ユ26．7 52．6 31．6 60．0

大学 49．2 44．1 90．0 36．0 42．O 116．7

一般 53．2 40．5 76．2 68．4 23．7 34．6

全体 49．7 44．1 88．7 47．3 33．4 70．5

した場合

1000

600
1167

346

705

　したがって，全体としては，オリンピックや

国際競技は，今のままでよいとする意見が多数

であるが，それを支える者は経験者よりもむし

ろ非経験者の方であり，経験者の申には，100

人の現状弓定論に対して男子で約89人，女子で

約70人の割で現状に対し批判的なものが存在す

ると推定される。

碧　東尿オリンピックの意義について

　東京オリンピックの思義がどのように受けと

められているかを，各項目の選ばれた数の人数

に対する比率からみていくと，全体としては

「国民のスポーツ熱の向上」が最も高く，つい

で「国際親善の状況が見られる」，「外国に日

本を正しく理解させる」，「すぱらしい記録や

技術が見られる」などがつづいている。先づ，

無難で常識的な東京オリンピックの受けとめ方

といえよう。　（表9）

　しかし，階層別，性別，経験別では，図1か

ら図4までに見られるように，多少受け止め方

に差異が認められる。
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（単位％・点）東京オリンピックの意義9表

計国カ
誇示

国力
高揚

アマチュ
ア競技

国際
親善

の
ピ

ア
ン

ジ
リ
ク

ア
オ
ツ

国家
理解

施設
充実

記録
技術

スポーツ
熱

観光
宣伝

8
　
　
　
巨
）
　
　
3

3
　
　
4
　
　
　
8

1
⊥
　
　
1
↓
　
　
り
＾

　
8

0
0
一
L
0
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　　　スポーツについての慮識に関する研究

図2　　男子と女子の選択比較
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表10

順位
1 2 3 4

区分
階 申　学 国際親善 スポーツ熱 記録技術 国家理解

高　校 スポーツ熱 国際親善 国家理解 記録技術
層 大　学． スポーツ熱 国家理解 国際親善 記録技術アマチュア競技

別 一　般 国家理解 スポーツ熱 国際親善 記録技術
性 男　性 国家理解’ スポーツ熱 国際親善 記録技術
別 女　性 スポーツ熱 国際親善 国家理解 記録技術
経 経　験 スポーツ熱 国睡親善
験 国家理解 記録技術
別 非経，験 スポrツ熱 国家理解 国際親善 記録技術
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階層別，性別，経験別，選択比較4図
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スポーツについての意識に関する研究

　この申から，選ばれた比率の高いものから順

に4位までをとってみると，表10のようで，大

体、「スポーツ熱の向上」，「国家理解」，「国際親

善」，「記録技術」に限られており，選択傾向とい

う点からいえば余り問題ないように思われる。

　けれども，それらの内容を階層別，性別，経

験別に分析してみると（図4），次のような傾

向や特異点が認められる。

①　「国民のスポーツ熱が向上する」という見

　解は，全般的に強いが特に女性の方が強い。

　しかし，　般階層特に　般男子経験者は78

　％の支持で，他階層の経験者や　般男子の非

　経験者に比べて極端に弱い。

②「外国に日本の姿を正しく理解させる」と

　いう見解は申学から高校，　般，大学の順に

　しだいに強くなり，女性よりも男性の方が強

　く，経験者よりも非経験者の方が強い。しか

　し　般男子では逆に経験者の方が強く，一般

　男子経験者はあらゆる経験者グループ申最も

　強く支持している。

③「国際親善の状況が見られる」という見解

　は，申学から高校，大学，一般と進む恒したが

　い減少しているが，男子よりも女子に強く支

　持され，また，非経験者よりも経験者に強く

　支持されている。しかし高校女子非経験者は

　あらゆるグループ申最も強く支持している。

　逆に，　般男子経験者クループは，経験者グ

　ループ申では最低の支持率を示している。

④「すばらしい記録や技術がみられる」との

　見解は，　般に女子よりも男子に多く，非経

　験者よりも経験者に多い。そして，男女共，

　経験者では階層にかかわらず概ね一定の支持

　が見られるが，非経験者では，階層が進むに

　したがって，女子では漸増の傾向が，男子で

　は漸減の傾向が，現われ，大学及般の男子

　非経験者の支持は極めて低い。

⑤　「アマチュア競技の最高の大会である」と

　いう意識は全体としては低い。しかし，年令

　階層が進むにつれ高くなり，女子よりも男子

　が，特に，大学男子非経験者と　般男子経験

　者において高くなっている。

　要するに，全体としては「国民のスポーツ熱

が向上する」，「国際親善の状況がみられる」，

「外国に日本を正しく理解させる」，「すばらし

い記録や技術ががみら年戸」などが強く支持さ

れ，「日本の国力を世界に示すことができる」

とか「日本の国力が高揚される」とかのナショ

ナリズム的見解や，「観光日本の宜伝となる」

というコマーシ、ヤルリズム的見解が少い点は一

応無難ではあるが，しさいに検討してみると，受

け止め方にかなりの年令階層的，性的，経験的

開きがあることが，特に，最も運動経験や生活現

実の経験が豊富で常識も豊かであると考えられ

る　般男子経験者の見解が，他のクループの見

解と，かなり異ることが明らかである。般男子

経験者は，「外国に日本の姿を正しく理解させ

る」を最も強く支持し，ついで，「アマチュア競

技の最高の大会である」，「国際親善の状況がみ

られる」，「すばらしい記録や技術がみられる」

と，極めて現実的理性的な，受けとめ方をしてい

る。これに対し，他はいずれも手放しで「国際親

善の状況がみられる」とか「スポーツ熱が向上す

る」とか，「国内の体育施設が充実する」など，

多かれ少かれ観念的，公式的な受けとめかたを

しており，特に，低年令階層や女性にそれが顕著

である。全体として，このような意識の受けと

め方が支配的となっているものと推察される。

墨　オリンピック大会参加の資穐とアマチュア

　規定の存廃について

　オリンピックヘの参加を，従来通り「アマヂ

ュアだけに隈ぎる」，アマチュア規定がある方が

よいとするか，あるいは「アマチュアだけに限

ぎることはない」，アマチュア規定は無用であ

るとするかを，オリンピッオ憲早のアマヂュァ

の定義「アマチュアとは趣味。嗜好からスポー

ツに専念する人で，スポーツを職業とする人や

スボーツに参加することによって報酬を受けて

いる人はアマチュアではない」を示して得た回

答は，　（表11）「アマヂュアだけに限ぎるのが

よい」が79．1％，「アマヂュアだけに限定する

ことはない」が14．1％，「わからない」や無記

入が6．8％で，全体としては，現状緯持あるい

は支持が圧倒的であった。

　これらの各回答を，年令階層別，性別，経験
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表11　　オリンピックヘの参加についての回答 （単位人・％）

わか’らない

アマチュアに限
る　　　　　　a

アマチュアに限定
することはないb

　　　計

　　b／a

申　　　　　　学

1経験

2
9．ユ

12
54．5

8
36．4

22

非経験

5
18．5

16
59．3

6
22．2

27

66・7137・5

女

経験1非経験

　6

27．3

　8

36．4

　8

36．4

22

100．0

　6

2ユ．4

11
39．3

11
39．3

28

100．0

般

経験 非経験

女

経験1非経験

高 校

経験

1
2．9

29
82．9

5
14．3

35

17．2

非経験

1
5．6

17
94．4

0

18

0

女

経験

1
5．3

13
68．4

5
26．3

19

38．5

非経験

21
ユ2・5．

10i
62．5
・1

25．O．

16

40．0

大　　　　　　　　学

経験1非経験

1
1．7

54
91，5

4
6．8

59

7．4

O

22
95，7

1
4．3

23

4．5

女

経　験

3
6．0

44
88，0

3
6．0

50

6．8

計

経験 非経験

女

経験 非経験

経

験

非
経
験

女

非経験

2
4．0

46
92，0

2
4．0

50

4．3

合

計

わからない 3 O 2 1 7 6 12 11 19 17 13 23 36
3．8 5．2 2．9 3．6 7．6 9．3 8．6 5．8 8．2 4．7 8．9 6．8

アマヂュアに限 68 11 29 30 163 66 94 97 257 163 229 191 420
る　　　　a 86．1 100．0 76．3 88．2 83，6 83．5 72．9 75．8 79．3 78．7 83．6 74．3 79．1

アマチュアに限定 8 0 7 3 25 7 23 20 48 27 32 43 75
することはないb 10．1 18．4 ．8．8 12．8 8．9 17．8 15．6 14．8 13．O 11．7 16．7 14．1

計 79 ユ1 38 34 195 79 ユ29 ユ28 324 207 274 257 53ユ

b／a’ 11．8 0 24．1 ユO．0 15．3 10．6 24．5 20．6 18．7 16．6 14．0 22．5

別に分析してみると，現状支持は大学が91．2％

で最も強く，ついで，般，高校，申学の順と

なっており，申学は47．5％で他と比較して著し

く低い。性別では，各階層とも男性が女性より

も強く支持し，経験別では，高校女子を除き，

いずれの階層男女とも，非経験者が経験者より

も強く支持している。

　次に，現状否定は，全体としては少いが，大学

の55％を最低として，高校，般，申学としだ

いに強くなり，申学では333％，特に女子では

38．O％が現状否定の支持をしている。性別で

は，大学以外のいずれの階層とも女子の支持が

多く，経験別では，申学女子を除き，全階層男

女とも経験者の方がより多く支持している。

　また，不明や無記入回答は，申学が192％で

最も多く，高校，大学へと進むにしたがって減

少している。性別では各階層とも女子が多く，

女子では，高校以外は，経験者の方に不明や無

記入回答が多く，申学女子経験者では27．3％に

達している。

　以上を要約すると次のようである。

①　全体としては現状支持が圧倒的で，それを

　支持する比率は，年令的には上位の階層が

　高く，性別では男子の方が高く，経験別では

　非経験の方が高い。

②　現状否定論は，全体としては少いが存在し，

　これを支持する比率の傾向や順位は，現状維

　持論と逆の状況にある。

⑧　申学では不明回答の比率が最も高く，現状

　支持の比率は極端に低く多逆に否定の比率は

　極端に高くなっているが，特に女子にその煩

　向が顕著である。また，高校の女子にもこれ

　に類似した煩向が認められる。

④各年令階層とも，非経験者に比べて，経験

　者の方が現状支持の比率が低く（高校女子は

　例外），現状否定の比率が高い（申学女子は

　例外）傾向が認められる。

　このように，申学及高校の女子を除く，運動に
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表12　　　「アマチュアの考え方」についての回答 （単位人・％）

わからない
今のま㌧でよい

　　　　　a

改めるべきだb

　　計

　　b／a

わからない
今のま㌧でよい

　　　　　a

改めるべきだb

　　計

　　b／a

申　　　　　学

経験

7
31．8

9
40．9

6
27．3

22

66．7

非経験

ユ2

44．4

12

44．4

3
11．1

27

25．0

女

経験

13
59．1

6
27．3

3
13．6

22

50．O

非経験

9
32．1

13
46．4

6
21．4

28

46．2

般

経験

6
7．6

52
65．8

21
26．6

79

40．4

非経験

2
18．2

9
81．8

0
0

11

0

女

経験

6
15．8

24
63．2

8
21．ユ

38

33．3

非経験

11
32．4

22
64，7

1
2．9

34

4．5

高 校

経験

7
20．0

19
54．3

9
25．7

35

47．4

非経験

5
27．8

10
55．6

3
16．7

18

30．O

女

経験

4
21．1

12
63．2

3
15．8

19

25．O

非経験

　6

37．5

　5

31．3

　5

31．3

ユ6

100．0

大　　　　　　　学

　　男

経験　非経験

8
13．6

26
44．1

25
42．4

59

96．2

9
39．1

8
34．8

6
26．！

23

75．0

女

経　験

8
16．0

25
50．0

17
34．0

50

68．0

計

男

経験

28
14．3

106
54．4

61
31．3

195

57．5

非経験

28
35．4

39
49．4

12
15．2

79

30．8

女

経験

31
24．1

67

5L9
31
24．0

129

46．3

非経験

44
34．4

64
50．0

20
15．6

128

31．3

経

験

59
18．2

ユ73

53．4

92
28．4

324

53．2

非
経
験

72
34．8

103
49．8

32
15．5

207

31．1

男

56
20．4

145
52．9

73
26．6

274

50．3

女

75
29．2

131
51．0

51
19．8

257

38．9

非経験

18
36．0

24
48．0

8
16．0

50

33．3

合

計

131
24．7

276
52．0

124
23．4

531

深い関心を持ち，積極的に運動に関与している

経験者の方に，非経験者に比べて，現状を支持

する比率が低く，アマチュア規定無用論を唱え

る比率が高い傾向があることは問題である。

4　現在のアマチュア概念について

　現在のアマチュアについての考え方「趣味，

嗜好からスポーツに専念する人」は改むべきか

否かについての回答は，　（表12）　「わからな

い」や無記入が24．7％もあったので，この質問

がかなり難かしいものであったことが伺われ

た。しかし，結果は「いまのままでよい」とす

る者が52．O％，「改めた方がよい，改めるべき

だ」とする者が23．4％であったので全体として

は現状維持の傾向にあることが明かである。お

のおの回答を年令階層別，性別，経験別に分析

してみると次のようである。

　無記入や「わからない」とする者は，年令階

層が低くなるにしたがって多くなり，申学では

4L5％にもなっている。また，性別では，各階

層とも男性よりも女性あ方に多く，経験別では，

申学女子を除き，各階層男女とも経験者よりも

非経験者の方に多い。これらは，関心や認識の

差にもとづくものと解され，常識的に考えられ

る傾向とも一致している。

　「いまのままでもよい」とする現状支持の意

見は，　般的には，年令階層が進むにしたがっ

て多くなっており，性別では，大学を除き，女

性よりも男性の方に多い。経験別では，判りし

た傾向は認められない。

　「改めた方がよい。改めるべきだ」とする現

状否定の意見は，大学の30．8％が最も多く，つい

で高校の227％で，　般は最も少く105％であ

る。性別では申学，高校では殆ど差がないが，

大学，般では男性に多く，全体としても男性の

方に多く26．6％に達している。経験別では，申

学，高校の女子を除き経験者の方に多く，全体と

しては28．4％であるが，最も多いのは大学男子

経験者で，42．4％のものが改革を主張している。
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表13経験者の肯定率と否定率との比較

男　　　子 女　　　子

aを100と

肯定a改革b
した場合

肯定a改革b

aを100とした場合

のbの比 のbの比
率 率

申学 40．9 27．3 66．7 27．3 13．6 50．O

高校 54．3 25．7 47．4 63．2 15．8 25．0

大学 44．1 42．4 96．2 50．0 34．0 68．0

一般 65．8 26．6 40．4 63．2 21．1 33．3

全体 54．4 3ユ．3 57．5 5ユ．9 24．O 46．2

　今，経験者について，「いまのままでよい」と

する意見と「改めるべきだ」とする意見の比率

を出してみると，（表13）男子経験者全体では，

現状支持者100人に対し57～58人の現状否定者

がいることになり，大学男子では96人，大学女

子でも68人の現状否定者がいることになる。

　したがって，全体としては現状維持の傾向が

現われていても，経験者の申の始，大学男子経

験者で殆ど半数のものが，現在のアマチュア概

念に疑義を抱き，改革を希望していると推定さ

れる。

　彼等のアマヂュアリスムの認識に不十分な点

があるのか，または，彼等が適応しようとして

いるスボーツ界の現実に問題があるのか，ある

いは，現在のアマヂェア概念そのものが現実に

そぐわないとするのか，その理由は明かではな

い。しかし，経験者のかなり多数の者が，アマ

チェア概念に疑義を抱きその改革を希望してい

るとすれば重大な問題であろう。

5　スポーツマンの態度及びスポーツ集団の在

　り方について

　表14

玉耕平

　才リンピック憲章のアマチュア規定の公式解

釈（アマヂュアやにせアマチュアの例を具体的

に示したもの）Iについては触れることなく，単

にアマチュァ規定に低触するような事例9項目

をあげて，それについての見解をまとめた結果

は表14のようである。

　すなわち，すべての事例に対し10～20％の

「わからない」や無記入回答があるが，その最

も多いのはH「体育学校で主としてスポーツト

レーニングに励んでいる自衛隊チーム」の19．2

％で，ついでE「1，500万円の契約金を得て高校

選手からプロ選手へ転向した」C「スボンサー

にいわれてテレピに出演した」B「賞晶として

自動車をあるメーカーから受取った」G「特定

の日のみ出勤し，他は専らスボーツ練習，試合

を行っている実業団チーム」などである。ま

た，「別にどうということはない」という回答

が，「ふさわしくない」という回答より多かった

事例は，H「体育学校で主としてスポーツトレー

ニングに励んでいる自衛隊ヂーム」，C「スポン

サーにいわれてテレビに出演した」，B「賞品と

して自動車をあるメーカーから受取った」の三

項目であり，両者が接近しているのはD「1，500

万円の契約金を得て高校選手からプロ選手に転

向した」，G「特定の日のみ出勤し，他は専らス

ポーツ練習，試合を行っている実業団チーム」

などである。

　そこで，これらの事例を申心に，個々の事例に

対する回答を階層別，性別，経験別に分析して傾

向や間題の所在を明かにすると共に，各グルー

別にどっと
スポーツマンやスポーツ団体のあり方 いうことは ふさわし

くない わからない
ない

A ユニフォームに故意に製品のマークをつけて大会に出場 28．8％ 60．8％ 10．4％

B 賞品として自動車をあるメーカーから受け取る 45．4 37．5 17．1

C スポンサーにいわれてテレビに出演 50．1 32．O ．17．9

D 1，500万円の契約金を得て高校選手からプロ選手に転向 35．8 45．6 18，6

E 運動選手として認められ無試験で招かれてその大学に入学 13．9 73．3 12．8

F 仕事は実際には行なわないでスポーツのみに励んでいる実業団チーム 18．3 69．3 12．4

G
特定の日のみ出勤し他は専らスポーツ練習，試合を行なっている実業
団チーム 34．5 50．3 15．3

H 体育学校で主としてスポーツトレーニングに励んでいる自衛隊ヂーム 52．5 28．2 19．2

I 学校の特別の取扱いをうけて午后はすべて練習に励む大学チーム 21．8 65．2 13．O

わからない

104％
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プのアマヂュァに対する認識の程度や指向する

方向を推察することにする。

A　「斗…ホ7ムに故意にある製品〈商社〉二・の

．1；マ’7クをつけて大会に出場する⊥態度につい

　ては，否定608％，肯定288％。不明104％

　であるが，否定は年令が進むほξ多く，申

　学，高校では女性に多いが，大学，般では男

　性に多い。また経験別には，高校男子，　般

　女子以外は経験者の方に多い。目定は，年令階

　層による差はあまりないが，高校は31．8％で

　最も多く，般を除く各階層とも男子に多い。

　また，経験別には高校男子及女子全階層で，

　経験者に多い。特に高男経験者では40．O％，

　　般女経験者では421％が肯定している。こ

　れらは考慮を要する点である。

B　「賞品として自動軍をあるメーカーから受

　け取る」ことについては，否定37．5％，肯定

455％，不明171％であるが，不明は申学生

　や女性に多い。否定は年令が進むにしたがっ

　て多くなり，申学，大学では女子に多いが高

　校，　般では男子に多い。また，大学男子，

　　般女子では経験老に多いが，　般的には非

経験者の方に多い。目定は，年令が進むにした

　がって多少減少するが，著しい階層差は認め

　られない。　般では女子に多いが他の全階層

　では男子に多く，男子では大学を除き経験者

　の方に肯定が多い。高男経験者では60．O％が，

高女経験者でも526％が目定している。

C　「スポンサーにいわれてテレビに出演し

　た」についても，目定501％，否定320％，

不明無記人179％で全体としては肯定的であ

　る。不明は申学，高校や全年令階層を通じて

女性に多い。否定は年令が進むにしたがって

増加してはいるが，最も多い　般でも407％

で，これは目定の475％を下廻っている。性

別では各階層とも男性に多く，経験別では，

男子は非経験者に多く，女子は高校以外は経

験者に多い。肯定は，階層差は殆ど認められ

ないが，性別では高校以外は女性の方に多

　く，経験別では申男及大学・　般女子以外は

経験者の方に多い。　般男子経験者でも468

％が肯定している。

D　「1，500万円の契約金を得て高校選手から

　フ◎口選手に転向した」については，目定358

　％，否定456％，不明186％で，全体として

　は否定的である。不明は年令が下るに従って

．増加レており，男性よりも女性に，中学女

　子，高校女子，大学男子以外は非経験者に多

　い。否定は，階層差も性差も経験差も殆ど認

　められないが，男子では高校に最も少くて

　34．O％，逆に，女子では高校に最も多く54．3

　％である。目定も，著しい階層差，性差多経

　験差は認められないが，申学，高校では男子

　に多く，女子では各階層とも経験者に多い。

　大学男子非経験者では522％が肯定している

　ことは注目に値する。

E　「運動選手として認められ無試験で招かれ

　てその大学に入学した」については，目定

　139％，否定733％，不明128％で，全体と

　しては否定的である。しかし申学よりも高校

　や大学に不明や目定が多く，しかも高校では

　男女とも非経験者よりも経験者の方に目定が

　多いのは注目すべき状況である。

F　「仕事は実際には行なわないでスポーツに

励んでいる実業団ヂーム」については，肯定

　183％，否定693％，不明124％で，全体とし

　ては否定的である。不明は申学で293％，高

　校で15．9％であるが，女性の方に多い。否定は

　大学，高校，　般男子に多く，中学，　般女

　子はやや少い。目定は　般階層に最も多くて

25．3％あり，高校階層に最も少ない。しかし

　高男経験者で20％，　般男女経験者で28％の

　目定があることは注目に値する。

G　「特定の日のみ出勤し，他は専らスポーツ

練習，試合を行っている実業団チーム」につ

　いては，肯定345％，否定502％，不明153

％で，全体としては否定的である。不明は低

年令階層ほど多く，否定は高年令階層ほど多

　い。肯定は申学に最も多く，44．4％で，中学で

　は目定が否定313％を上回つている。その他

　の階層ではいずれも32～33％の肯定がみら

　れ，著しい差はない。しかし各階層とも女性

　に目定が多く，男性では，申学以外では経験

者の方に肯定が多い。高校男子経験者におけ
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　る不明286％，否定400％，目定314％は考

　慮すべき問題である。

H　「体育学校で主どしてスポ∵ツトレーニス

ニグに励んでいる卓衛隊のチーム」に？じ）ては

肯定525％，否定182％，不明192％で，全

　体としては肯定的である。不明が最も多いの

　は大学階層の24．2％であるが，特に大学女子

　及　般女子では共に30％台にも達している。

　否定は，申学階層では172％に過きないが，

　年令階層が高くなるにしたがって増加し，一

　般階層では37．7％になっている一。，否定は高校

　を除いては男子の方に多く，　般男子では

456％である。申学，大学，般の女子では経

　験者に多いが，それ以外，特に高校以上の男子

　では非経験者に多い。肯定は年令階層が低い

程多く，申学，高校を除いては男子に多い。

　また，　般女子を除くと経験者の方に多い。

全体の目定的な傾向に反して，肯定（455％）

　を上回る否定（545％）が見られるのは　般

　男子非経験者のみである。

1　「学校の特別の取り扱いをうけて午后はす

べて練習に励む大学ヂーム」については，肯

定218％，否定652％，不明130％で多全体

　としては否定的である。不明は，年令階層の

低い方に，また男性より女性に，経験者より

非経験者に多い傾向にある申で，高校に最も

　多く，しかも経験者に多い（男22，9％，女

31．6％）。

否定は，申学及高校階層では50％台であるが，

大学階層以上では700％台であり，申学及大学

女子以外では非経験者の方に多い。肯定は大学

表16　　不明回答率ならびに順位

170％が最も少く，ついで般，高校，申学の

順1に多くなつている。また，　般階層では女性

に多いカミ，．その伸ρ階層では男性1こ多く・三ダ申学

男子，高校及　般の女子を除いては経験考の方

に多い。

　以上検討した各事例じとに，不明や無記入回

答の数の全回答数に対する百分比を，各階層男

女経験別に算出し（それを各クループの不明回

答率とする），それによって各事例の判断の困

難度を推知することができるとするならば，経

験別，男女別の各事例の因難度の順序は表15の

ようで、全体としての順序はH，D，、C，B，

G，’I，E∴、F，Aの煩である。’・．

表15回答の難しかった事例の順位

グ

ル
男 女 経 非 合

1 経 非 経 非 経 男 女
順　フ 経 経
位 験 験 験 験

験 験 計

1位 G B H C H C D H H
2 D D B H D D G C D
3 H C D D B H BC D C
4 C EG C A CG B B B
5 I EF B G H G G
6 E HI GI E AI EI F I
7 B G I I E
8 F F I F F EF F E F

’
9 A A A E A A A A

　また，各階層男女経験別クループの平均不明

回答率によって，各グループの「スポーツマン

やスボーツ集団の態度に対する意識（関心や理

解の程度）を知ることができるとすれば，その

順位は表16のようである。

（％・順位）

申　　学 高　　校 大　　学 一　　般
男 女 男 女 男 女 男 女

経験1非経験 経験1非経験 経験1非経験 　．経験1非経験 経験1非経験 経験1非経験 経験1非経験
　I経験；

非経験
⑲
2
1
．
7

⑯
2
4
．
7

⑮
2
3
．
7

⑭
2
3
．
4

⑩
2
0
．
O

⑦16．7．

⑫
2
1
．
1

⑭
1
8
．
8

⑤
1
2
．
5

⑧
1
1
．
1

④
1
2
．
4

⑧
1
7
．
1

②
3
．
9

①
1
．
O

⑥
1
6
．
4

⑨
1
8
．
3

⑦
2
3
．
4

⑧
2
3
．
6

⑤
1
8
．
9

⑥
2
0
．
O

②
1
2
．
2

③
1
4
．
8

①
3
．
6

④
1
7
．
3

④
2
3
．
5

③
1
9
．
3

⑨
1
3
．
6

①
9
．
7

非経験
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スポーツについての意識に関する研究

　また，全体的には，女性よりも男性が意識が

高く，非経験者よりも経験者の方が意識が高

く，男女経験別では表17のようである二

　表17不明同答率比較並びに順位　　　　順位％

合

経験 非経験

uい。。晃

12．7

女

経験1非経験

　3

16．8
　4

19．0

17．9

経

験

13．6

非
経
験

17．7

15．2

　各事例における「別にどうということもな

い」と「ふさわしくない」との比率を求める

と，表18のようである。

　この，おのおの事例に対する比率によって，

スポーツやアマチュアに対する認識の程度と傾

向を推知することができる。

　比率が100％以上の事例は，全体ではH，C

Bの三つである。そしてHは　般男子非経験者

を除くあらゆるグループで100％以上の値を示

し，Cは申学男女経験者，　般男子経験者，非

経験者の4グループ以外は皆，また，Bは，申

学男子経験者など5クルーフ以外，全部100％

以上の値を示している。それゆえ，「体育学校

でスポーツトレーニングする自衛隊チーム」や

「スポンサーにいわれてテレビに出演」したり，

「賞品として自動車をメーカーから受取る」ス

ポーツマンの態度は，「別にどうということは

ない」と承認するというのが大多数の意向であ

るといえよう。

　また，申学校の一部では「特定の日のみ出勤

し，他は専らスポーツ練習，試合を行ってい

る実業団ヂーム」や「ユニホームに故思に製

品のマークをつけて大会に出場すること」も，

　　　　　　　　　　　スポーツマンやスポーツ集団の態度

表18　　　「別にどうということはない」と「ふさわしくない」との回答の比率 （単位％）

A
B
C
D
E
F
G
H
I

肯定的
事例数

中　　　　　学

経験1非経験

27，2
35，0
88，9

50，0
11，1
23，1

87．5
350，0

58．3

　1

133．3
157．1
300，0

81．8
　9，1

53．8

162．5
340，0

75．0

　5

女

経験 非経験

53．8
150，0

33．3

140．0

　0
16．7

111，1

61．5

4

58．3
175．0
375，0

40，0
13，0
25．0

233．3
200，0

31．3

　4

般

男　　　　　女

経験1非経験 経験 非経験

高 校

経験

77．8
262．5
257．1

116，7

38，1
30，4

78．6
383，3

58．8

　4

非経験

41，7
66．7

100．0

116，7

27，3
14，3

40．0
180，0

45．5

3

女

経験

41．6
200．0
450．0

114，3

54．5
　0
77．8

400，0

44．4

　4

非経験

44．4
116．7

120，0

18，2
30．0

　0
85．7

200，0

40．0

　3

大　　　　　　学

経験

40．0
116．7
161，9

85，2
25，0
23，8

60．0
206，3

30．0

　3

非経験

69．2
157．1

100．0

150，0

20，0
15，8

31．2
110，0

17．6

　4

女

経験　非経験

516
1105
1368

870
132
231
667
1692
231

3

41，9
87．5

300，0

62，5
28，1
23，1

65．4
135，7

21．2

　2

計

男

経験 非経験

女

経験 非経験

経

験

非
経
験

男

合

女
　　　　計

A ~93 . 8 37 . 5 76 . 2 40 . o 36 . 4 69 . o 57 . 1 44 . 4 44 . o 53 . 5 44 . 3 51 . O 47 . 4 
B
 

65 . 2 57 . l 145 . 5 212 . 5 113 . 4 106 . 7 136 . 6 130 . 4 121 . 1 121 . l 111 . 6 
c
 

lO-03 . 3 121 . 1 
97 . 4 37 . 9 146 . 1 257 . 1 l 29 . 3 109 . 7 173 . 7 265 . 4 144 . 2 180 . 7 l 23 . 6 210 . 9 156 . or 

D
 

69 . 8 66 . 7 88 . 2 92 . 9 77 . 7 103 . 2 92 . 5 56 . 3 8_Jo . O 71 .6 84 . o 

E
 

72 . 6 78 . 5 

8.7 o
 

9.1 57 . 9 17 . 5 13 . 6 14 . 3 31 . O 16 . 3 23 . 8 16 . 4 22 . o 18 . 6 

F
 

39 . Jo l O . O 47 . 8 33 . 3 31 . 3 23 . 2 24 . 4 22 . 7 28 . 6 9~2 . 9 29 . o 20J . 6 26 . 4 

G
 

47 . 2 22 . 2 76 . 5 72 . 2 58 . l 55 . 8 77 . 4 87 . 7 65 . 3 74 . o 57 . 4 82 . 4 68 . 5 
H
 

11 4 . 3 83 . 3 100 . O 242 . 9 180 . 3 161 . 6 224 . 1 182 . 4 194 . 4 173 . 3 174 . 7 9*OI . 6 186 . O 
I
 

27 . 1 10 . O 28 . o 39 . 1 35 . 2 36 . o oJ2 . 6 30 . 5 34 . 1 3~9 . 6 35 . 4 31 . 5 ,)o ~)o ･ 5 

~~~~8~l 

~~~~~C 
1
 

o
 

3
 

O
o
 

3
 

4
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

3
 

474

1565

785

264
685

335
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表19　　現代においてはプロスホーツはあった方がよいかについて （単位人。％）

申　　　　　学

男

経験

どちらでもよい

あった方がよいI
　　　　．1

ない方がよい
　　　　b
　　計

　　b／a

2
9．1

17
77．3

3
13．6

22

17．6

非経験

8
29．6

18
66，7

1
3．7

27

5．6

女

経験

8
36．3

12
54，5

2
9．1

22

16．7

非経験

9
32．ユ

18
64，3

1
3．6

28

5．6

般

経験1非経験

とちらでもよい

あった方がよい

　　　　a
ない方がよい
　　　　b

　　計

　　b／a

8
10．1

70
88，6

1
1．3

79

1．4

1
9．1

9
81，8

1
9．1

11

11．1

女

経験

6
15．8

31
81，6

1
2．6

38

3．2

非経験

7
20．6
認．。1

O

34

0

同 校

経験1非経験

28．6

23
65，7

2
5．7

35

8．7

・・1・

22．2

13
72，2

1
5．6

18

7．7

女

経験

7
36．8

12
63．2

0

19

0

非経験．

8
50．0

7
43，8

1
6．3

16

14．3

大　　　　　　　学

経験
13
22．0

39
66．1

7
11．9

59

18．O

非経験

7
30．4

14
60，9

2
8．7

23

14．3

女

経験
11
22．0

33
66．0

6
12．0

50

18．2

計

経験

33
16．9

149
76．4

13
　6．7

195

　8．7

非経験

20
25．3

54
68，4

5
6．3

79

9．3

女

経験1非経験

32
24．8

88
68，2

　9

　7．0

129

10．2

　41
32．0

83
64，8

　4

　3．1

128

　4．8

経

験

65
20．1

237
73．1

22
　6．8

324

　913

非
経
験

61
29．6

137
66，2

　9

　4．3

207

　6．6

男

53
19．3

203
74．1

18
　6．6

274

　8．9

女

73
28．4

171
66．5

13
　5．1

257

　7．6

非経験

17
34．0

31
62，0

2
4．0

50

6．5

合

計

126
23．7

374
70．4

31
　5．8

531

　8．3

「1，500万円で高選校手からプロ選手に転向す

ること」などをも，「別にどうということもない」

とする見解があり，高校や大学男子の一部にも

「1，500万円でプロ選手に転向すること」を承

認しようとする見解がある。

　これらの意向や見解の是非は別として，その

根低には，プロスポーツとアマスポーツを区別

しないスポーツ観，スポーツを　種の処世的技

能（職業）と見る現実的，功利的な態度，よくい

えば，他の芸能界などと同様に，才能や能力に

相応した物質的待遇を受けるのは当然とする近

代的合理主義的な考え方など，スポーツ界の現

実を反映した考え方が，ひそんでいるように思

われる。アマチュアの概念をそのような方向に

拡大する傾向にあるように思われる。

㊧　プロスポーツの存廃について

　「現代においてはフOロスポーツはあった方が

よいと思うか，ない方がよいと思うか」につい

ては，「あつた方がよい」が70．4％‘「ない方

がよい」が5．8％「どちらでもよい」が23．7％

で，フOロスポーツの存在支持が圧倒的であった。

　「あった方がよい」としたものは，　般階層

に最も多くて84．6％であるが，その他の階層で

も60％台が支持している。各階層とも男子の方

が，また申学女子，高校男子を除いては経験者

の方が強く支持している。

　「ない方がよい」とするものは大学に最も多

いが，それでも93％に遇きず，最も少い般

ではわづかに1．9％である。しかし傾向として

は，各階層とも男子に多く，また，高校女子及

　般男子を除いては，経験者の方に多い。

　「どちらでもよい」≒する者は高校に最も多

く，33．O％で，大学，申学はともに26～27％で，

　般は136％と少ない。各階層とも女子に多い

が，経験別には，般的な傾向は認められない。

　後記（結論にかえて）

　アマヂュアリズムについての認識の程度が高

いということは，アマヂュア規定についてよく
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スポーツについての意識に関する研究

アマヂュアリズム認識の順位 （順位．指数）

申　　　学 高　　　校 大　　　学 一　　　般 計

　男一一　　　　　　’ 女 男 女 男 女 男1女 男 女
‘　‘ 経

験

非
経
験

合
計経確経経験

　一　　’膝経

経験魔経経験藤経 経験1
非
経
験

経験魔経 経験姦経，経験1
非
経
験 経験

非
経
験

経験礒経

8
2
0
7

1
6
7
1
5

1
4
5
9
7

1
2
3
4
1

1
0
2
6
6

9
2
5
2

1
3
4
2
1

5
1
2
6

2
4
3

6
1
6
1

4
6
3

1
1
2
9
2

1
3
6

3
．
6
2

7
2
0
1

1
5
6
5
9

1
8
9

3
3
3
4

・1・215i380

1
1
3
2

2
3
6
4

8
4
6
0

7
4
4
5

4
2
2
5

5
2
6
2

2
7
2

3
1
6
1

、
1
4
3

6
3
9
3

144 294

4
4
5
3

3
2
7
1

1
1
1
6

2
1
5
7

知っていて，それに合致した行動をとりうる態

勢にあることが申心であることはいうまでもな

い。しかし単にそれだけではなく，現状認識の問

題も含まれていると思われる。それはアマチュ

アリズムの本質が，単に，アマチュア規定の条項

を厳守することにあることにあるのではなく，

変転する現実世界の状況の申で，スポーツの原

初的性格を生かすこ一とにあるからである。そこ

で本調査では，オリンピックや国際競技の現状，

オリンピックヘの参加資格，アマヂュアについ

ての考え方をどのように受けとめているかとい

う現状認識の問題も含めて，アマチュアリズム

についての認識の程度を推定しようとした。

　しかし，現状認識は人によって極めてまちま

ちである。ただ，般的には，スポーツに対する

関心や経験の程度，　般的教養，生活経験から

くる常識の程度などによって規定されると思わ

れ，現状では，般階層男子経験者クループのも

のが比較的信頼できるものではないかと思われ

たが，絶対的なものではないので各階層グルー

プの傾向の現状をそのまま記するにとどめた。

　また，具体的なスポーツマンやスポーツ集団

の態度に対する回答は，「現行アマチュア規定を

改めるべきだ」とする者は別として，それ以外

は現行アマヂュア規定を基準として，アマヂュ

アリズムに対する認識を評価する他はなかっ

た6

　そこで両者を総合したアマチュアリズムに対

する認識の程度を，客観的に把握する方法はな

いかと，オリンピックや国際競技の現状，オりン

ピックヘの参加資格，アマヂュアについての考

え方，スボーツマンやスボーツ集団の態度など

について，「わからない」とした数から，階層別

性別経験別クループじとに，不明回答率を出

し，また，スポーツマンやスポーツ集団の態度

について「別にどういうことはない」とした数

から，アマチュアの考え方について「改めるべ

きだ」とした数を引いた数，すなわち，現行ア

マヂュア規定を容認しながらもそれに抵触する

内容を認めている数の比率（矛盾率）を出し，

この二つの相乗積から，アマヂュアリズムに対

する認識の程度を求める指数を得ようと試み，

上表のような順位を得た。方法的に妥当である

か否かについては確信はない。しかし，常識的

に考え’られる順位には合致しているように思つ

ている。この件についてはしかるべく御教示頂

ければ幸いである。

　隈られた地域の，少い人員を対象にした調査

であるので，これから導き出した結論を直ちに

　般化するのは非常に問題である。しかし，出

て来た結果を検討してみると，一応，　般的な

動向が現われいるように思われ，ある程度，目

的を達し得たものと思っている。

　そのような見解の上に立って結論すると，一

般に，人々のスポーツ界の現状についての認識

は，皮相的，公式的で，アマヂュア規定の具体的

な内容についてはよく知られていず，（特に申

学，高校女子において）そのため，アマチュアリ

ズムについての認識度が低いものになっている

といえるように思う。これは，一面から言えば

指導の不充分に由来するが，他面，現代杜会の勝

利主義的動向やプロとアマを同一視するような
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動向にも由来していると思われる。スポーツ界

の現状は，アマチュアリズムをアナクロリズム

化し，アマチュア規定を空文化するような煩向

に在り，アマヂュアリズムの指導がなしにくい

状態になっている。このようなスポーツ界の在

り方や，現行アマチュア概念のスポーツ現実と

のずれは，スポーツに深い関心をもつ人々に，根

強い不信感を抱かせているように感じられた。

　一方，若いスポーツマンの間には，そのような

スポーツ界の動向を反映して，スポーツを一種

の職業や処世的技能とする現実的，功利的な態

度，見方をかえれば，他の芸能界などと同様に才

能や能力に相応した物質的待遇を受けるのは当

然とする，ある意味で近代的合理主義的な態度

が，しだいに拡大しつつあり，アマヂュア概念を

そのような方向へ拡大しようとする煩向が拾頭

しつつあるように伺われた。いずれも，スポーツ

の大衆化や正しい発展のためには慎重な考慮を

要する重要な問題である。しかし，これらにつ

いては他日触れることにしたい。　　以上
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表　　5 スポーツマンやスボーツ集団（チーム） の態度についての回答
　　　　　　　　　人
単　　位
　　　　　　　　　％

ユニフォームに製品のマ 賞品として自動車をある スポンサーにいわれてテ 1，500万円の契約金を得 運動選手として認められ 仕事を行わないでスポー 特定の目のみ出勤し他は 体育学校でスボーツトレ
ツのみに励む実業団チー 一ニングする自衛隊チー

学校の特別扱いで午後は

一クをつけて出場 メーカーから受け取つた レビに出演した てプロ選手に転向した 無試験で大学に入学 專らスポーツ練習，試合 練習に励む犬学チーム
合　　　　　計

ム ム

わからな どうとい ふさわし わからな どうとし ふさわし わからな どうとい ふさわし わからな どうとい ふさわし わからな どうとい ふさわし わからな どうと㌧ ふさわし わからな どうとい ふさわし わからな どうとし ふさわし わからな どうとい
うことは うことは

ふきわし わからな どうとい
うことは うことは うことは うことは うことは うことは うことは うことは

ふさわし

、 なし、 くなし、 い ない くない ㌧、
ない くない し、 なし、 くない し、 なし、 くなし、 い ない くない し、 なし、 くない い なし、 くなし、 い なし、 くない し、 なし、 くなし、

経験 8 3 11 4 14 4 5 8 9 4 6 12 2　　2 18 6 3 13　　　7 7 8 4 14 4 3 7 12 43 64 91
36．4 13．6 50．O 18．2 63．6 182 22．7 36．4 40．9 18．2 27．3 54．5 91 9．1 81．8 27．2 136 591　318 31．8 36．4 18．2 63．6 18．2 13．6 31．8 54．5

男 非経験 6 12 9 9 11 7 11 12 4 7 9 11 3 2 22 7 7 13　　　6 13 8 5 17 5 6 9 12 60 92 91
22．2 44．4 33．3 33．3 40．7 259 40．7 44．4 14．8 25．9 33．3 40．7 111 7．4 81．5 25．9 259 481 22．2 48．1 29．6 18．5 63．0 ユ8．5 22．2 33．3 44．4

申
計 14 15 20 13 25 11 16 20 13 11 15 23 5 4 40 13 10 26　　13 20 16 9 31 9 9 16 24 103 156 182

28．6 30．6 40．8 26．5 51．0 224 32．7 40．8 26．5 22．4 30．6 46．9 102 8．2 81．6 26．5 204 531 26．5 40．8 32．7 18．4 63．3 18．4 ユ8．4 32．7 49．0

経験 2 7 13 7 9 6 6 12 4 10 7 5 6 O 16 8 2 12　　　3 10 9 4 18 O 1 8 13 47 73 78
9．1 31．8 59．1 31．8 40．9 273 27．3 54．5 18．2 45．5 31．8 22．7 272 72．7 36．4 9．1 545 13．6 45．5 40．9 18．2 81．8 4．5 36．4 59．1

女 非経験 9 7 12 5 15 8 9 15 4 7 6 15 2 3 23 8 4 16 8 14 6 4 16 8 7 5 16 59 85
32．1 25．O 42．9 17．9 53．6 286 32．1 53．6 14．3 25．O 21．4 53．6 7．1 10．7 82．1 28．6 14．3 57．1 28．6 50．0 21．4 14．3 57．1 28．6 25．0 17．9 57．1

108．

計 11 14 25 12 24 14 15 27 8 17 13 20 8 3 39 16 6 28 11 24 ユ5

8 34 8 8 13 29 106 158 186
22．O 28．0 50．0 24．O 48．O 28．0 30．0 54．0 16．O 34．0 26．0 40．0 16．O 6．O 78．0 32．0 12．O 560 22．0 48．0 30．O 16．0 68．0 16．O 16．0 26．O 58．0

学

経験
10 10 24 11 23 10 11 20 13 14 ユ3 17 8 2 34 14 5 25 10 17 17 8 32 4 4 15 25 90 137 169

22．8 22．7 54．5 25．O 52．3 22．7 25．0 45．5 29．5 31．8 29．5 38．6 18．2 4．5 77．3 31．9 11．4 56．8 22．7 38．6 38．6 18．2 72．7 9．1 9．1 34．1 56．8

計 非経験 15 19 21 14 26 15 20 27 8 14 15 26 5 5 45 15 11 29 14 27 14 9 33 13 13 14 28 119 177 199
27．3 34．5 38．2 25．5 47．3 27．3 36．4 49．1 14．5 25．5 27．3 47．3 9．1 9．1 81．8 27．3 20．0 52．7 25．5 49．1 25．5 16．4 60．O 23．6 23．6 25．5 51．0

計 25 29 45 25 49 25 31 47 21 28 28 43 13 7 79 29 16 54 24 44 31 17 65 17 17 29 53 209 314 368
25．3 29．、3 45．5 25．3 49．5 25．3 31．3 47．5 21．2 28．3 28．3 43．4 13．1 7．1 79．8 29．3 16．2 54．5 24．2 44．4 31．3 17．2 65．7 17．2 17．2 29，3 53．5

経験 3 14 18 6 21 8 10 18 7 9 14 12 6 8 21 5 7 23 10 11 14 6 23 6 8 10 17 63 126 126
8．6 40．O 51．4 17．1 60．O 22．9 28．6 51．4 20．0 25．7 40．O 34．3 17．1 22．9 60．O 14．3 20．0 657 28．6 31．4 40．0 17．2 65．7 17．1 22．9 28．6 48．6

男 非経験 1 5 12 3 6 9 2 8 8 5 7 6 4 3 11 2 2 14 4 4 10 4 9 5 2 5 11 27 49 86
5．6 27．8 66．7 16．7 33．3 50．0 11．1 44．4 44．4 27．8 38．9 33．3 22．2 ユ6．7 61．1 11．1 11．1 778 22．2 22．2 55．6 22．2 50．0 27．8 11．1 27．8 61．1

高
計 4 19 30 9 27 17 12 26 15 14 21 18 10 11 32 7 9 37 14 15 24 10 32 11 10 15 28 90 175 212

7，5　35．8 56．6 17．O 50．9 32．1 22．6 49．1 28．3 26．4 39．6 34．O 18．9 20．8 60．4 13．2 17．O 698 26．4 28．3 45．2 18．9 60．4 20．8 18．9 28．3 52．8

経験 2 5 12 4 10 5 8 9 2 4 7 8 2 6 11 3 0 16 3 7 9 4 12 3 6 4 9 36 I60 75
105 26．3 63．2 21．1 52．6 26．3 42．1 47．4 10．5 21．1 36．8 42．1 10．5 31．6 57．9 ユ5．8 842 15．8 36．8 47．4 21．1 63．2 ユ5．8 31．6 21．1 47．4

女 非経験 3 4 9 3 7 6 5 6 5 3 2 11 3 3 10 4 O 12 3 6 7 1 10 5 2 4 10 27 42 75
18．8 25．0 56．3 18．8 43．8 37．5 31．3 37．5 31．3 18．8 12．5 68．8 18．8 18．8 62．5 25．O 75．O 18．8 37．5 43．8 6．3 62．5 31．3 12．5 25．O 62．5

計 5 9 21 7 17 11 13 15 7 7 9 19 5 9 21 7 O 28 6 13 16 5 22 8 8 8 19 63 102 150
14．3 25．7 60．O 20．0 48．6 31．4 37．1 42．9 20．0 20．0 25．7 54．3 14．3 25．7 60．O 20．O 80．O 17．1 37．1 45．7 14．3 62．9 22．9 22．9 22．9 54．3

校

経験 5 19 30 10 31 13 18 27 9 13 21 20 8 14 32 8 7 39 13 18 23 10 35 9 14 14 26 99 186 201
9．3 35．2 55．6 18．6 57．4 24．1 33．4 50．0 ユ6．7 24．1 38．9 37．0 14．8 25．9 59．3 14．9 13．O 72．2 24．1 33．3 42．6 18．5 64．8 16．7 25．9 25．9 48．1

計 非経験 4 9 21 6 13 15 7 14 13 8 9 17 7 6 21 6 2 26 7 10 17 5 19 10 4 9 21 54 91 161
11．8 26．5 61．8 17．6 38．2 44．1 20．6 41．2 38．2 23．5 26．5 50．O！ 20．6 17．6 61．8 17．6 5．9 76．5 20．6 29．4 50．0 14．7 55．9 29．4 11．8 26．5 61．8

計 9 28 51 16 44 28 25 41 22 21 30 37 15 20 53 14 9 65 20 28 40 15 54 19 18 23 47 153 277 362
10．2 31．8 58．0 18．2 50．O 3L8 28．4 46．6 25．0 23．9 34．1 42．0 17．0 22．7 60．2 15．9 10．2 73．9 22．7 31．8 45．5 17．0 61．4 21．6 20．5 26．1 53．4

3 16 40 7 28 24 4 34　　21 9 23 27 9 10
I

経験
40 7．　10 42 11 18 30 10 33 16 7 12 40 67 184 280

5．1 27．ユ 67．8 11．9 47．5 40．7 6．8 576　356 15．3 39．0 45．8 15．3 16．9 67．8 119　169 71．2 18．6 30．5 50．8 17．O 55．9 27．1 11．9 20．3 67．8

男 非経験 1 9 13 5 11 7 1 11　　11 3 12 8 5 3 15 1 3 19 2 5 16 2 11 10 3 3 17 23 68 1ユ6

4．3 39．1 56，5 21．7 47．8 30．4 4．3 478　478 13．O 52．2 34．8 21．7 13．0 65．2 43 13．O 82．6’ 8．7 21．7 69．6 8．7 47．8 43．5 13．0 13．0 73．9
大

計 4 25 53 12 39 31 5 45　　32 12 35 35 14 13 55 8 13 61 13 23 46 12 44 26 10 15 57 90 252 396
4．9 30．5 64．6 14．6 47．6 37．8 6．1 549　390 14．6 42．7 42．7 17．1 18．8 67．1 98 ユ5．9 74．4 15．9 28．O 56．1 14．6 53．7 31．7 12．2 18．3 69．5

経験 3 16 31 10 21 19 5 26　　19 7 20 23 7 5 38 2 9 89 5 18 27 15 22 ユ3

2 9 39 56 146 248
6．0 32．O 62．0 20．0 42．0 38．0 10．O 520　380 14．O 40．O 46．O 14．O 10．O 76．0 4．0 18．O 78．O 10．0 36．O 54．O 30．0 44．0 26．O 4．0 18．0 78．0

女非経験 6 13 31 5 21 24 10 30　　10 11 15 24 9 9 32 2 9 39 7 17 26 17 19 14 10 7 33 77 140 233
12．O 26．O 62．O 10．O 42．O 48．O 20．O 600　200 22．O 30．0 48．O 18．0 18．0 64．O 4．O 18．O 78．O 14．0 34．0 52．O 34．O 38．O 28．0 20．O 14．0 66．0

計 9 29 62 15 42 43 15 56　　29 18 35 47 16 14 70 4 18 78 12 35 53 32 41 27 12 16 72 133 286 481
9．O 29．O 62．O 15．0 42


